数　学　科　学　習　指　導　案

××市立□□中学校
実習生　○○　△△　印
担当教諭　○○　△△　印

１　日時
平成２０年　６月１９日（木）　２校時（１０：００～１０：５０）

２　学年・学級
第１学年Ａ組　奇数クラス（男子７名、女子８名）
３　場所
第１学年Ａ組教室（４階）
４　単元名
１章「正負の数」

５　単元について

①　教材観

小学校では、負ではない有理数の範囲の中で、整数や小数、分数の四則計算を学習してきた。しかし、この数の範囲では減法を自由に計算することは出来なかった。この単元では、数の範囲を負の数にまで拡張することにより、減法が常に計算できるようにする。
本単元では、負の数の導入にあたり、生徒に身近な気温を取り扱う。そして、収入と支出、標高と海面下など反対の性質をもつ量を符号を使って表すことで、負の数を使った表現に慣れさせる。また、０は「無」なのではなく、基準になる数であることに気付かせる。これらのことから、正の数、負の数の必要性に気付き、その性質や関係を理解することができるのである。
②　生徒観

授業に意欲的に取り組もうという生徒が多く、発言や挙手も活発である。しかし、積極的に取り組むことのできない生徒が数名いるため、生徒に発言させる回数を増やしたり、発問の回数を増やすなど、生徒が活動する場面を増やし、授業に参加させていくことが必要である。
③　指導観
本単元は中学校の数指導における基礎としてとても重要なものである。新しく取り扱う負の数の導入については身のまわりの反対する量を取り上げ、０が基準となることを生徒に強く意識させる。また、正負の数の四則計算を指導する際には、ただ計算方法を教え込むのではなく、小学校との違いを明確にしながら、いろいろな方法を出させ、それを認めるとともにその中でどれが正確で能率的かを考えさせ、計算の意味や方法を指導していく。
本単元で学習したことは、中学校における数指導の重要な基礎の一つになるものなので、授業にしっかりと集中させることができるような授業を展開し、丁寧に指導していきたい。
６　単元目標

【数学への関心・意欲・態度】　－　ア
　・正の数、負の数の必要性に気づき、正の数、負の数の性質や関係を調べようとする。
【数学的な見方や考え方】　－　イ
・反対の性質をもつ量を、正の数・負の数を用いて考察することができる。
【数学的な表現・処理】　－　ウ
・正の数・負の数の四則の計算ができるようにする。
・正負の数を数直線上に表したり、数直線上に表された数を読みとったりすることができるようにする。
・互いに反対の性質をもつと考えられる量やある基準からの増減や過不足を、正の数・負の数を使って表すことができるようにする。

【数量・図形などについての知識・理解】　－　エ
・正の数・負の数の意味を理解する。
・０は「無」なのではなく、基準になる数であることを知る。

７　単元指導計画（単元評価計画を含む）
	時間
	学　習　内　容
	観　点

	
	
	ア
	イ
	ウ
	エ

	２
	符号のついた数
・負の数を使用することのよさに気づき、正の数・負の数を用いていろいろな数量を表そうとする。
・数の範囲を負の数まで拡張することによって、互いに反対の性質を持つ量を表すのに便利であることに気づくことができる。

・基準より小さい数量を、負の数を用いて表すことができる。

・反対の性質を持つ量を、正の数・負の数を用いて表すことができる。

・正の数・負の数の意味がわかる。

・正の数・負の数の表記の仕方がわかる。
	○
	○
	○

○
	○

○

	１
	数の大小
・数直線などを用いて数の大小関係を調べようとする。

・数の大小関係を、絶対値に着目してとらえることができる。

・数を数直線上の点の位置で表すことができる。

・数の大小関係を判別することができる。

・絶対値の意味がわかる。
	○
	○
	○

○
	○

	１
	基本の問題
	
	
	
	

	３
	加法
・負の数に関心をもち、正の数・負の数の加法の能率良い計算のしかたを調べて、すすんで確かめたり計算しようとする。

・数直線を使ったり、マイナスの意味を考えたりして、加法の意味をとらえることができる。
・正の数・負の数の加法ができる。

・正の数・負の数の加法の意味と加法の計算方法がわかる。
	○
	○
	○
	○

	２
	減法
・負の数に関心をもち、正の数・負の数の減法の能率良い計算のしかたを調べて、すすんで確かめたり計算しようとする。

・数直線を使ったり、マイナスの意味を考えたりして、減法の意味をとらえることができる。
・加法と減法を統一的にみることができる。
・正の数・負の数の減法ができる。
・正の数・負の数の減法の意味と減法の計算方法がわかる。
	○
	○

○
	○
	○

	２
	加法と減法の混じった計算

・負の数に関心をもち、正の数・負の数の加法・減法の能率良い計算のしかたを調べて、すすんで確かめたり計算しようとする。

・加減の混じった式を、正の項、負の項の和としてとらえることができる。

・加減の混じった式を加法だけの式に直し、交換法則や結合法則を使って計算することができる。

・いくつかの数の和や、加減の混じった式の計算方法がわかる。

・加法の交換法則、結合法則がわかる。
	○
	○
	○
	○

○

	１
	基本の問題
	
	
	
	

	４
	乗法

・正の数・負の数の乗法に関心をもち、すすんで能率的な計算の仕方を調べたり計算したりしようとする。
・負の数を含めたすうの乗法の規則を、帰納的に見つけることができる。

・正の数・負の数の乗法ができる。

・正の数・負の数の乗法の計算方法がわかる。

・乗法の交換法則、結合法則がわかる。

・指数、累乗の意味がわかる。
	○
	○
	○
	○

○

○

	２
	除法
・正の数・負の数の除法に関心をもち、すすんで能率的な計算の仕方を調べたり計算したりしようとする。
・負の数を含む乗法や除法の混じった計算を、能率的にする方法を見つけることができる。
・正の数・負の数の除法ができる。

・除法を乗法に直して計算できる。

・３数以上の乗法、除法ができる。

・正の数・負の数の除法の計算方法がわかる。

・逆数の意味がわかる。
	○
	○
	○

○

○
	○

○

	２
	四則の混じった計算

・正の数・負の数の四則に関心をもち、すすんで能率的な計算の仕方を調べたり計算したりしようとする。
・四則を加法と乗法に統合してとらえることができる。
・四則混合計算ができる。

・四則混合計算の計算方法がわかる。

・分配法則がわかる。
	○
	○
	○
	○

○

	１（本時）
	正負の数の利用

・問題解決の場面ですすんで正負の数を活用しようとする。
・問題を分析して、統合的に数量関係を把握することができる。
・問題に応じて正負の数を用いて表現することができる。

・正負の数を用いて問題解決するときの手順がわかる。
	○
	○
	○
	○

	１
	基本の問題
	
	
	
	

	２
	章の問題
	
	
	
	


８　本時の学習
　①　主題
正負の数の利用
　②　目標

・正負の数を利用して、具体的な問題を解決することができる。
・正負の数の計算を具体的な場面で利用することをとおして、そのよさに気づくことができる。
　③　評価規準

・問題解決の場面ですすんで正負の数を活用しようとする。・・・ア
・問題を分析して、統合的に数量関係を把握することができる。・・・イ

・問題に応じて正負の数を用いて表現することができる。・・・ウ

・正負の数を用いて問題解決するときの手順がわかる。・・・エ
　④　展開（５０分）
	段階

(時間)
	学習内容
	生徒の学習活動
	指導上の留意点
	評価

	導入１
(２分)
	○時差を思い出す。

	◇社会科で学習した時差を思い出し。
	
	

	展開１
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(１５分)
	○例題を確認する。

○問１を解く。
	◇例題を確認する。

◇時差が正負の数で表すことができることを知る。

◇問１に答える。
	◆今回の時差の表し方は、東京を基準(０)にしていることを伝える。

◆例題を解くときに計算による解き方と、数直線による考え方を提示する。

◆例題後、数問口頭で確認する。

◆なるべく計算で問１を解くよう指示する。


	【エ

行動観察】


	展開２
(１５分)
	○基準以外の都市ともう１つの都市の時差を求める。
○問２を解く。
	◇例１を確認する。
◇各都市の時差はそこに示された正負の数の差で求められることに気づく。

◇問２に答える。


	◆基準を引くことを強調する。

◆できるだけ計算による解き方で解くよう指示する。

	【ウ

解き方】

	導入２

(１３分)
	○仮平均による考え方を知る。



	◇例２を予想する。

◇例２でいろいろなとき方を確認する。



	◆まず、答えを出す前に、生徒に乗ることができるか、できないかを予想させる。

◆仮平均による考え方を提示する。

※仮平均という言葉は使わない。

◆小学校までの解き方も説明し、正負の数のよさに気づかせる。

◆正負の数による解き方を難しく考えている生徒がいたら、もっと少ない人数の場合を考えさせる。
	【ア

行動観察】


	展開３

(５分)
	○問３を解く。
	◇問３に答える。
	◆基準となる値は自分で設定することを伝える。

◆基準となる値が出てこないようであれば、誘導する。
	【イ　問題の解き方】





問１　東京が１５時のとき、次の都市の時刻をそれぞれ求めなさい。


　①　ウェリントン		②　ロンドン			③　ニューヨーク


解


①				②				③


１５＋(＋３)＝１８		１５＋(－９)＝６		１５＋(－１４)＝１


		Ａ．１８時			Ａ．６時			Ａ．１時





右の図は、東京を基準にして、各都市との時差を示したものである。


時差はこの図のように正負の数で表すことができる。このとき、次の


問に答えなさい。





例題　東京の時刻が２１時のとき、ロンドンの時刻を求めなさい。


解き方１：計算で解く。				解き方２：数直線で解く。(別解)


東京と、ロンドンの時刻は東京を基準に－９時間


差があるので、ロンドンの時刻は、


２１＋（－９）＝１２


						上の数直線よりロンドンの時刻は、


				Ａ．１２時					Ａ．１２時





ロンドン


の時刻





時差





東京の時


刻(基準)





問２　ロンドンとペキンの時差は、ロンドンを基準にすると何時間か求めなさい。


解


ロンドンを基準にすると　(－１)－(－９)＝＋８


Ａ．＋８時間





例１　ロンドンとシドニーの時差を求めなさい。


解き方１：計算で解く。


１．ロンドンを基準にした場合			２．シドニーを基準にした場合


　(＋１)－(－９)＝＋１０			　　　(－９)－(＋１)＝－１０


			Ａ．＋１０時間					Ａ．－１０時間





[人数が少ない場合の例]


・エレベーターの定員は、１人あたりの体重を６５㎏として計算しています。定員が２人のエレベーターにそれぞれの体重が次のようなおとな２人で乗ることができますか。


６９㎏、６４㎏


解答：乗ることはできない。


・エレベーターの定員は、１人あたりの体重を６５㎏として計算しています。定員が３人のエレベーターにそれぞれの体重が次のようなおとな３人で乗ることができますか。


６８㎏、６３㎏、６４㎏


解答：乗ることができる。





例２　エレベーターの定員は、１人あたりの体重を６５㎏として計算しています。定員が６人のエレベーターにそれぞれの体重が次のようなおとな６人で乗ることができますか。


６２㎏ ，５７㎏ ，７０㎏ ，６８㎏ ，７５㎏，６０㎏


解き方：基準を設けて求める。


　　　基準を６５㎏とすると、全員の体重を、基準をもとに正負の数で表すと、


　　　-3,-8,+5,+3,+10,+5よりこの６つの数の和は　


　　　(-3)+(-8)+(+5)+(+3)+(+10)+(+5)＝＋２


　　　となり、２㎏だけ重くなる。よって、乗ることはできない。





小学校までの解き方１：合計を求める。


エレベーターの限界：１人あたりの体重が６５㎏なので、			　　 ６５×６＝３９０㎏


実際の体重：　　  62＋57＋70＋68＋75＋60＝392㎏


よって、		Ａ．乗ることはできない。








小学校までの解き方２：体重の平均を求める。


実際の体重：　62＋57＋70＋68＋75＋60＝392㎏


体重の平均：　　　３９２÷６＝６５．３３３３..


よって、	　　Ａ．乗ることはできない。





問３　１９８円のお菓子を５個と、２０８円のお菓子を３個買いました。代金の合計はいくらになりますか。例２と同じような考え方で求めなさい。


解


基準を２００円にすると１個１９８円のお菓子は、－２円と表すことができる。


同様に、１個２０８円のお菓子は、＋８円と表すことができる。


よって、基準をもとにすると、


(－２)×５＋(＋８)×３＝－１０＋２４


　　　　　　　　　　　＝＋１４


これは、基準になるものの値段を５個と３個を買ったときの代金より１４円高いということなので、


２００×(５＋３)＝１６００


よって、


１６００＋１４＝１６１４


Ａ．１６１４円





問３　１９８円のお菓子を５個と、２０８円のお菓子を３個買いました。代金の合計はいくらになりますか。例２と同じような考え方で求めなさい。


解


基準を２００円にすると１個１９８円のお菓子は、(－２)円と表すことができる。


同様に、１個２０８円のお菓子は、(＋８)円と表すことができる。


より、基準をもとにすると、


(－２)×５＋(＋８)×３＝－１０＋２４


　　　　　　　　　　　＝＋１４


これは、基準になるものの値段を５個と３個を買ったときの代金より１４円多いということなので、


２００×(５＋８)＝２６００


よって、


２６００＋１４＝２６１４


Ａ．２６１４円








